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専
門
分
野
を
い
つ
決
め
る
の
が
適
切
か�

　
　
　
　
　 

へ
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
裏
面
の
Ｅ
メ
ー
ル�

ア
ド
レ
ス
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い�

　
大
学
生
が
専
門
分
野
を
決
め
る
の

は
い
つ
の
時
点
が
適
切
で
し
ょ
う
か
。�

　
一
般
に
、
受
験
競
争
の
激
し
い
ア

ジ
ア
の
国
々
で
は
大
学
入
試
の
時
点

で
専
門
分
野
を
選
ば
せ
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
同
様
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

大
学
も
後
期
中
等
教
育
段
階
（
ギ
ム

ナ
ジ
ウ
ム
や
リ
セ
な
ど
）
で
普
通
教

育
を
修
了
し
て
い
る
と
い
う
前
提
か

ら
、
大
学
は
専
門
教
育
を
学
ぶ
機
関

で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
い
う
考
え
方
を
「
ア
ー
リ

ー
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」（
以

下
、
ア
ー
リ
ー
方
式
）
と
い
い
ま
す
。�

　
一
方
で
、
今
日
の
多
く
の
ア
メ
リ

カ
の
大
学
で
は
、
入
学
時
に
細
か
な

専
門
分
野
を
決
め
ず
に
、
学
士
課
程

の
前
半
で
は
一
般
教
育
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
一
般
教
育
に
限
ら
ず
、
ア

メ
リ
カ
の
大
学
で
は
学
士
課
程
全
体

が
広
い
意
味
で
基
礎
・
教
養
教
育
で

あ
り
、
高
度
な
専
門
教
育
は
大
学
院

で
提
供
す
る
と
い
う
認
識
が
浸
透
し

て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
考
え
方
は
「
レ

イ
ト
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」�

（
以
下
、
レ
イ
ト
方
式
）
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。�

　
明
治
期
に
発
足
し
た
日
本
の
帝
国

大
学
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
型
の
専
門

教
育
機
関
で
し
た
。
実
態
と
し
て
は
、

職
業
教
育
機
関
の
集
合
体
に
近
か
っ

た
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
戦
後
に
旧

制
高
等
学
校
や
旧
制
専
門
学
校
を
包

摂
し
た
新
制
大
学
は
、
G
H
Q
の
影

響
も
あ
り
、
低
年
次
に
ア
メ
リ
カ
型

の
一
般
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
入
試
は
相
変

わ
ら
ず
各
学
部
別
に
行
わ
れ
た
の
で
、

専
門
分
野
別
に
入
学
し
た
後
に
教
養

部
（
今
日
の
名
大
で
は
教
養
教
育
院

に
相
当
）
で
一
般
教
育
を
受
け
る
と

い
う
逆
順
の
構
造
が
生
ま
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。�

　
高
校
3
年
生
の
と
き
に
大
学
の

志
望
学
部
を
決
め
さ
せ
る
と
い
う
現

行
の
や
り
方
に
も
利
点
は
あ
り
ま
す
。

何
よ
り
も
、
ど
ん
な
仕
事
に
就
き
た

い
の
か
、
ど
ん
な
学
問
を
学
び
た
い

の
か
と
い
う
意
思
が
明
確
に
な
っ
て

い
る
若
者
に
と
っ
て
は
、
入
学
前
に

学
部
を
決
め
る
こ
と
が
学
習
の
い
っ

そ
う
の
動
機
づ
け
に
な
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
大
学
側
に
と
っ
て
は
、
入
試

を
通
し
て
各
学
部
に
安
定
的
に
学
生

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
し
か
し
、
こ
の
方
式
に
は
問
題
も

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
第
一
の
欠
点

は
、
高
校
生
に
は
各
学
問
分
野
の
実

態
が
十
分
に
伝
わ
ら
な
い
の
で
、
ス

テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
印
象
や
就
職
に
有

利
不
利
か
と
い
う
風
評
で
志
望
学
部

を
選
ん
で
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。�

　
第
二
に
、
学
部
別
に
入
学
し
た
後

に
共
通
教
育
（
名
大
で
は
全
学
教
育
）

を
受
け
る
と
い
う
逆
順
の
状
態
は
、

多
く
の
学
生
と
教
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
挫
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

学
生
の
側
か
ら
言
え
ば
、
自
分
の
専

門
に
直
接
関
係
し
な
い
よ
う
に
み
え

る
基
礎
的
な
科
目
を
必
ず
し
も
真
剣

に
学
び
た
い
と
は
思
わ
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
教
員
の
側
か
ら
言
え
ば
、

自
分
の
学
部
に
進
学
し
な
い
と
わ
か

っ
て
い
る
学
生
を
相
手
に
授
業
を
す

る
の
は
、
な
か
な
か
根
気
と
忍
耐
力

が
要
り
ま
す
。�

　
大
学
に
入
学
し
て
一
定
の
履
修
を

行
っ
て
か
ら
自
分
の
専
門
分
野
を
決

め
る
レ
イ
ト
方
式
は
、
入
学
後
に
い

ろ
い
ろ
な
科
目
を
履
修
す
る
過
程
で

自
分
の
適
性
や
志
向
性
を
考
え
な
が

ら
進
路
を
決
定
で
き
る
と
い
う
大
き

な
利
点
が
あ
り
ま
す
。�

　
ア
ー
リ
ー
方
式
が
主
流
だ
っ
た
ア

ジ
ア
の
大
学
に
も
こ
う
し
た
動
き
が

少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い
ま
す
。
北
海

道
大
学
で
は
平
成
２３
年
度
入
試
か�

ら
全
定
員
の
半
数
近
く
を
割
い
て
、

一
般
入
試
と
並
行
し
て
総
合
入
試
制

度
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
総
合
入
試
で
は
文
系
と
理
系
と

い
う
大
き
な
2
領
域
で
入
試
を
行
い
、

1
年
次
の
成
績
確
定
後
に
本
人
の
希

望
を
も
と
に
学
部
・
学
科
が
決
定
さ

れ
ま
す
。
北
京
大
学
で
は
2
0
0
1

年
か
ら
「
元
培
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い

う
制
度
を
発
足
さ
せ
て
お
り
、
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
入
学
し
た
学
生
は
専

門
分
野
を
入
学
後
に
自
由
に
決
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
裏
面
参
照
）。�

　
し
か
し
、
東
京
大
学
の
「
進
振
り
」

を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
方

式
だ
と
学
生
の
人
気
が
特
定
の
学
部
・

学
科
に
偏
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
人
気
の
あ
る
分
野
で
は
競
争

が
激
し
く
な
る
一
方
、
人
気
の
な
い

分
野
や
就
職
に
不
利
だ
と
学
生
に
み

な
さ
れ
た
分
野
で
は
閑
古
鳥
が
鳴
き
、

不
本
意
進
学
の
学
生
に
よ
っ
て
占
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
大
学
教
育
の
基
礎
を
習
得
し
、

視
野
を
拡
げ
る
場
で
あ
る
は
ず
の
教

養
教
育
が
点
取
り
競
争
の
場
に
な
っ

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。�

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
ア
ー
リ
ー
方

式
と
レ
イ
ト
方
式
は
一
長
一
短
だ
と

い
え
ま
す
。
現
在
の
名
古
屋
大
学
は

前
者
の
ア
ー
リ
ー
方
式
を
と
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
方
式
を
今
後
も
継
続
す

る
の
が
望
ま
し
い
か
ど
う
か
、
総
合

的
な
見
地
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
。
　
　
　（
近
田
政
博
）�

ＰＯＤ2010体験記�「大学教育改革フォーラムin東海2011」�
を開催します�

　2011年 3月 12日（土）、名古屋大学 IB電子情報
館ほかにて「大学教育改革フォーラム in東海2011」
を開催します。このフォーラムは各大学の現場で教育
改革に取り組んでいる教職員のための草の根交流会で
す。同フォーラムでは大学教育改革の研究や取り組み
事例についてのポスター発表を募集しています。お申
し込みは下記のフォーラムウェブサイトからオンライ
ンで2月7日（月）までにお願いいたします。�
http://www.cshe.nagoya-u.ac.jp/tf2011
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発
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募
集
中
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�

　11月3日から5日間、米国ミズーリ州セントルイスにて開催された高等教
育専門組織開発ネットワーク（略称POD）年次大会に参加してきました。�
　高等教育の質の向上を目的に構成されたネットワークの年に一度の集会と
いうことで、米国の大学を中心として700名もの教職員が参加する熱気あふ
れた場でした。名古屋大学からの3名の参加者は、教育の内容、方法、環境
などの向上に関する各種講演やセッションに参加し、大学が抱える様々な課
題などについて積極的に意見交換や情報収集を行いました。同行のFD・SD
コンソーシアム名古屋加盟校（中京大学、南山大学、名城大学）の教職員11
名とも情報交換をしながら、各大学におけるFD実施組織の役割や活動状況、
さらには高等教育機関におけ
る IT 活用の現状と課題等に
ついての知見を得ることがで
きました。�
　今回の経験をもとに、大学
間の連携も保ちながら、各大
学におけるFD・SD活動の更
なる充実を目指していきたい
と思います。�
（学生総合支援課　　橋佑輔）�
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学習歴認定制度�
Recognition of Prior Learning Schemes

　職業資格や学位などの資格を授与する際に、過去の関連する学習の

履歴や、学習を通じて獲得した知識・技能を一定程度評価する制度を

学習歴認定制度といいます。資格の授与に限らず、教育機関における

単位認定等に適用される場合もあります。�

　資格取得には、正規の教育機関で所定年数の教育を受け、その課程

を修了することがしばしば条件とされています。これに対して、学習

歴認定制度では多様な学習経験を通じて獲得した知識・技能を評価し

ます。それが資格取得に必要な水準を満たしていると判断される場合

に、資格を授与するのです。評価の対象となる学習歴は、フォーマル

な教育だけでなく、インフォーマルな教育も認められる場合が少なく

ありません。�

　同制度の対象者は、通常の学校教育を受けている学生・生徒ではな

く、社会人に限定される場合が一般的です。成人は、青少年と比較し

て提供される学習機会が少ないうえに、時間的・経済的な諸条件によっ

てさらに学習機会が制限されるからです。とくに職業に従事している

場合には制約が大きく、資格を取得して社会的条件を改善しようとし

ても実現は困難です。同制度には、成人に便宜を図ることにより、資

格取得や生涯学習・継続教育に対する彼らの意欲を高める狙いがあり

ます。�

　高等教育においては主に入学資格の認定に適用されていますが、国

によっては学位授与審査に適用されています。この場合、所定年数の

在学・学習や単位認定等の通常の手続きを経ずに（部分的に免除され

て）学位を取得することが認められるのです。一部の学生のみに適用

される制度であることから、平等性という観点からの問題が指摘され

ています。その一方、高等教育における学位授与や能力評価の伝統的

なあり方に見直しを迫り、新たな課題を提起しているとみることもで

きます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（夏目達也）�

名古屋大学高等教育研究センター�

Higher Education Glossary
高等教育にまつわる用語集�

　
中
国
に
お
い
て
学
士
課
程
教
育
の

先
駆
的
な
改
革
事
例
と
し
て
大
き
な

影
響
力
を
も
っ
て
い
る
の
が
、
北
京

大
学
の
「
元
培
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。

中
国
の
高
等
教
育
制
度
は

1
9
5
0
年
代
に
ソ
ビ
エ
ト
型
計

画
経
済
の
手
法
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

ま
し
た
。
当
時
の
学
問
体
系
は
専
門

分
野
ご
と
に
細
分
化
さ
れ
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
す
べ
て
必
修
科
目
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
に
な
っ

て
よ
う
や
く
見
直
し
の
動
き
が
現
れ

て
い
ま
す
。�

　
今
日
の
北
京
大
学
で
は
、
す
べ
て

の
学
士
課
程
学
生
が
一
般
教
育
を
受

け
る
仕
組
み
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
加
え
て
、
小
規
模
か
つ
実
験
ベ
ー

ス
の
「
元
培
学
院
」
が
大
学
本
部
直

轄
で
2
0
0
1
年
に
設
立
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
名
称
は
北
京
大
学
の

元
学
長
で
著
名
な
教
育
者
で
あ
る
蔡

元
培 

(

1
8
6
8
ー

1
9
4
0) 

に

ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。�

　
こ
の
学
院
が
提
供
す
る
「
元
培
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
学
生
は
、
入
学
後

1
年
半
の
間
、
一
般
教
育
科
目
と

基
礎
科
目
を
自
由
に
履
修
し
て
単
位

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
各

ク
ラ
ス
に
は
担
任
教
員
が
配
置
さ
れ
、

専
門
課
程
に
進
ん
だ
後
も
同
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
学
生
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

一
般
的
な
学
生
寮
で
は
同
じ
専
門
分

野
の
学
生
だ
け
で
部
屋
を
シ
ェ
ア
す

る
の
に
対
し
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

学
生
は
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分
野
に
進

学
す
る
た
め
に
学
際
的
な
環
境
を
経

験
で
き
る
と
い
う
特
徴
も
あ
り
ま
す
。�

　
概
し
て
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
学

生
が
知
識
の
幅
を
拡
げ
、
自
分
の
志

向
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
不

確
実
性
へ
の
対
応
能
力
を
高
め
る
こ

と
に
寄
与
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

一
方
、
従
来
型
の
教
育
シ
ス
テ
ム
と

元
培
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
並
立
さ
せ
た
こ

と
に
よ
り
、
授
業
履
修
や
試
験
に
つ

い
て
他
の
学
部
・
学
科
と
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
上
の
十
分
な
擦
り
合
せ
が
で
き

て
い
な
い
、
成
績
評
価
の
基
準
設
定

も
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
、
な
ど
の

課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。�

　
元
培
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
2
年
生

後
期
か
ら
専
門
分
野
に
進
学
し
ま
す

が
、
そ
れ
ま
で
に
履
修
し
た
一
般
教

育
の
内
容
と
進
学
先
の
専
門
分
野
が

有
機
的
に
接
続
し
て
い
な
い
と
い
う

問
題
も
あ
り
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
専

属
の
指
導
教
員
に
よ
る
学
習
指
導
は

十
分
と
は
い
え
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
専

門
分
野
の
学
生
で
部
屋
を
シ
ェ
ア
す

る
学
生
寮
の
仕
組
み
も
、
実
際
に
は

あ
ま
り
効
果
を
生
ん
で
い
ま
せ
ん
。�

　
北
京
大
学
の
元
培
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

学
生
生
活
へ
の
支
援
と
い
う
側
面
だ

け
で
な
く
、
大
学
文
化
を
ど
の
よ
う

に
創
り
出
す
か
を
大
局
的
に
再
考
す

べ
き
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
訳
　
近
田
政
博
）�
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　かなり刺激的で悲観的な印象のタイトルで

ある。だが、著者の意図は異なる。たとえば、

古代の遺跡や中世の聖堂と現代の町並みが同

居しているような、ヨーロッパの都市をイメ

ージしていただければよい。大学という組織が、

その本性から、さまざまな過去の地層に由来

する錯綜した時差を含みつつ機能しており、

企業とは異なって、現在という 1 点だけにシ

ンクロしえない事態をこのように喩えている。�

　原著が刊行されたのは 1996 年。グローバ

リゼーションへのうねりの中にあって、アメ

リカの大学は変貌を遂げつつあった。近代ヨ

ーロッパの大学のあり方から説き起こす著者

の歴史的展望は、読み手には遠回りのように

感じられるかもしれないが、今の日本の大学

の姿を批判的にとらえるのに有効な座標軸を

提供してくれる。それはちょうど、日本の大

学の現状が本書の時間に追いついたことを印

象づけるかのようである。�

　なかでも「卓越性（エクセレンス）」という

言葉が、当時、大学をめぐる多様な言説に登

場してきた状況が興味をひく。これはじつは

何も指示しない空虚な言葉である。それにも

かかわらず、本来比較し得ないものを同じ基

準で測る状況を強制的に生み出し、ランキン

グや偏差値同様、大学に商品としての魅惑や

幻想を付与する。大学が卓越性で語られるのは、

大学にとって「普通のこと」が見えにくいた

めではないか、そんなことを考えさせられた。

　　　　　　　　　　　　　　　　（木俣元一）�
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